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関
東
大
震
災
と
千
葉
県
　
池
田
一
一
　
は
じ
め
に
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
）
九
月
一
日
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
は
震
度
六
の
烈
震
で
、
震
源
が
神
奈
川
県
相
模
湾
沖
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
千
葉
県
で
は
房
州
が
最
も
震
動
が
大
き
く
、
特
に
内
房
は
被
害
が
酷
か
っ
た
。
近
代
最
大
の
も
の
で
あ
り
、
首
都
東
京
と
横
浜
が
直
接
に
激
甚
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
今
日
ま
で
に
数
多
く
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
房
総
に
限
っ
て
研
究
を
振
り
返
る
と
、
ま
ず
戦
前
で
は
『
保
田
町
震
災
誌
』
（
１
）
と
『
安
房
震
災
誌
』
（
２
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
大
正
大
震
災
の
回
顧
と
其
の
復
興
』
（
３
）
は
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
に
千
葉
県
社
会
課
内
に
事
務
局
が
置
か
れ
て
い
た
千
葉
県
罹
災
救
護
会
が
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
『
千
葉
県
安
房
郡
誌
』、『
千
葉
県
君
津
郡
誌
』、『
千
葉
県
千
葉
郡
誌
』
等
で
触
れ
て
い
る
。
（
４
）
戦
後
で
は
『
千
葉
県
史
』
（
５
）
、『
千
葉
県
の
歴
史
』
（
６
）
が
あ
る
。
ま
た
直
接
的
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
域
の
市
町
村
史
が
あ
る
。
さ
ら
に
被
害
が
軽
微
で
あ
っ
た
り
、
受
け
な
か
っ
た
地
域
の
市
町
村
史
も
参
考
に
な
る
。
市
町
村
史
以
外
で
は
『
千
葉
百
年
』、『
千
葉
県
の
百
年
』
が
あ
る
。
（
７
）
こ
れ
ら
の
も
の
の
特
徴
は
巨
大
地
震
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
一
に
発
生
状
況
の
記
述
が
一
番
多
い
。
第
二
は
当
然
に
被
害
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
。
被
害
地
域
で
は
応
急
状
況
、
ま
た
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
所
で
は
罹
災
地
あ
る
い
は
避
難
者
へ
の
救
護
活
動
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
個
人
体
験
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
震
災
直
後
に
他
か
ら
の
救
援
が
ま
だ
来
な
か
っ
た
時
の
応
急
活
動
に
触
れ
て
い
る
の
は
前
掲
の
『
安
房
震
災
誌
』
と
『
大
正
大
震
災
の
回
顧
と
其
の
復
興
』
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
な
か
で
も
『
安
房
震
災
誌
』
は
「
本
書
の
編
纂
は
専
ら
震
災
直
後
の
有
り
の
儘
の
状
況
を
記
す
る
が
主
眼
」
と
し
、
非
常
に
リ
ア
ル
に
纏
め
て
あ
る
。
（
８
）
昨
今
、
房
総
沖
巨
大
地
震
の
予
知
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
も
、
震
災
直
後
に
お
け
る
応
急
活
動
の
重
要
性
は
現
実
味
を
持
っ
て
お
り
、
大
変
に
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
復
興
の
状
況
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
た
も
の
が
少
な
い
。
安
房
郡
で
は
住
居
を
失
っ
た
人
々
は
非
常
に
多
数
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
雨
露
を
防
ぎ
、
住
ま
い
を
復
旧
し
て
い
た
の
か
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
震
災
直
後
の
応
急
措
置
と
住
宅
復
旧
の
問
題
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
千
葉
経
済
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
　
第
９
号
　
一
〜
一
六
（
二
〇
一
三
）
研
究
論
文
関
東
大
震
災
と
千
葉
県
池
田
　
宏
樹
千
葉
経
済
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
　
第
９
号
二
い
。
ま
た
こ
の
震
災
は
大
き
な
社
会
的
災
厄
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
戦
前
の
研
究
で
は
具
体
的
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
戦
後
の
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
（
９
）
千
葉
県
の
実
態
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
見
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
注（１
）
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
蔵
安
房
郡
保
田
町
役
場
『
保
田
町
震
災
誌
』
一
九
二
四
年
（
２
）
前
掲
図
書
館
蔵
安
房
郡
役
所
『
安
房
震
災
誌
』
一
九
二
六
年
（
３
）
前
掲
図
書
館
蔵
千
葉
県
罹
災
救
護
会
『
大
正
大
震
災
の
回
顧
と
其
の
復
興
』
上
下
巻
、
（
以
下
『
回
顧
と
其
の
復
興
』
と
略
す
）
一
九
三
三
年
（
４
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
千
葉
県
安
房
郡
誌
』
一
九
二
六
年
、『
千
葉
県
千
葉
郡
誌
』
一
九
二
六
年
、『
千
葉
県
君
津
郡
誌
』
一
九
二
七
年
、『
千
葉
県
安
房
郡
誌
』
は
『
安
房
震
災
誌
』
の
大
要
を
纏
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
人
的
被
害
状
況
の
統
計
は
異
な
っ
て
い
る
。
（
５
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
千
葉
県
史
』（
大
正
昭
和
編
）
一
九
六
七
年
（
６
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
千
葉
県
の
歴
史
』
二
〇
〇
六
年
（
７
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
千
葉
百
年
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
、『
千
葉
県
の
百
年
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
（
８
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
安
房
震
災
誌
』
は
「
之
れ
を
白
鳥
健
氏
に
嘱
し
て
、
そ
の
完
成
を
は
か
る
こ
と
に
し
た
」
と
あ
り
、「
私
が
安
房
郡
役
所
の
嘱
託
に
よ
っ
て
、
本
書
の
編
纂
に
干
与
し
た
の
は
、
震
災
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
白
鳥
は
記
し
て
い
る
。
こ
の
白
鳥
健
（
一
八
六
七
〜
一
九
四
一
）
は
明
治
期
に
東
海
新
聞
、
千
葉
毎
日
新
聞
の
主
筆
を
歴
任
し
、
片
山
潜
派
の
明
治
社
会
主
義
者
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
（
９
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
い
わ
れ
な
く
殺
さ
れ
た
人
び
と
』
青
木
書
店
、
一
九
八
三
年
二
　
千
葉
県
の
被
害
状
況
地
震
に
よ
る
千
葉
県
の
被
害
は
住
家
全
潰
（
焼
失
・
流
失
を
含
む
）
が
一
万
四
三
八
五
戸
、
半
潰
七
、
五
二
五
戸
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
安
房
郡
一
万
一
三
五
二
戸
、
君
津
郡
一
、
九
一
六
戸
、
市
原
郡
五
七
二
戸
、
長
生
郡
四
四
戸
、
東
葛
飾
郡
二
四
戸
等
で
あ
る
。
住
家
被
害
が
五
〇
％
以
上
の
町
村
は
安
房
郡
四
三
町
村
中
一
六
町
村
を
占
め
て
お
り
、
特
に
那
古
町
、
館
野
村
九
九
％
、
北
條
町
、
館
山
町
九
六
％
、
船
形
町
、
国
府
村
、
健
田
村
九
五
％
、
九
重
村
九
四
％
で
あ
っ
て
、
住
民
の
ほ
と
ん
ど
は
住
み
家
を
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
全
潰
戸
数
の
う
ち
流
失
は
富
崎
村
七
〇
戸
、
西
岬
村
一
戸
で
あ
っ
た
。
ま
た
焼
失
は
四
二
四
戸
あ
っ
た
が
「
軈
地
震
々
々
軋
と
戸
外
に
飛
び
出
し
、
あ
は
て
ふ
た
め
く
折
柄
二
回
三
回
と
相
踵
い
で
激
震
到
り
、
傷
け
る
も
の
死
す
る
も
の
親
を
求
む
る
子
、
子
を
呼
ぶ
親
、
此
世
な
が
ら
の
焦
熱
地
獄
は
展
開
せ
ら
れ
、
其
の
混
乱
裡
に
町
の
西
方
よ
り
火
災
起
り
、
吹
き
荒
む
西
北
風
に
煽
ら
れ
、
炎
々
た
る
紅
蓮
は
家
よ
り
家
へ
燃
え
移
り
、
火
鎹
砂
塵
を
捲
き
、
本
町
の
大
半
を
焦
土
と
化
す
」
と
船
形
町
は
三
四
〇
戸
を
占
め
て
最
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
家
屋
の
倒
潰
の
状
態
は
「
二
階
建
は
概
ね
階
下
室
の
み
全
潰
し
て
折
り
畳
ま
り
、
其
上
に
階
上
室
墜
落
し
て
、
恰
も
平
屋
建
の
如
き
奇
観
を
呈
す
る
こ
と
多
し
」
と
云
う
も
の
で
あ
っ
た
。
死
傷
状
況
を
見
る
と
、
安
房
郡
稲
都
村
で
は
「
家
屋
は
倒
壊
且
つ
全
焼
し
、
大
地
は
裂
け
て
泥
水
を
噴
き
、
住
民
は
悉
く
被
害
に
罹
り
、
児
は
親
を
喪
ひ
、
夫
は
妻
子
を
残
し
老
に
先
だ
ち
、
甚
だ
し
き
は
一
家
全
滅
す
、
死
者
中
に
は
老
病
者
も
あ
っ
た
、
妊
婦
も
あ
っ
た
」
と
の
状
態
で
死
亡
者
二
八
人
、
負
傷
者
二
六
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
郡
岩
井
村
で
は
「
天
地
の
鳴
動
と
家
屋
の
倒
潰
の
音
響
と
倒
潰
せ
る
家
屋
の
下
敷
き
と
成
っ
て
呻
吟
す
る
も
の
、
叫
ぶ
も
の
、
真
に
修
羅
の
巷
と
化
し
た
、
圧
死
者
は
三
九
人
、
重
傷
者
は
四
五
人
、
軽
傷
者
は
枚
挙
に
遑
あ
ら
ず
」
関
東
大
震
災
と
千
葉
県
　
池
田
三
の
有
様
で
あ
っ
た
。
県
下
全
体
の
死
傷
者
は
死
者
が
安
房
郡
一
、
二
一
八
人
、
君
津
郡
八
八
人
、
市
原
郡
二
一
人
、
東
葛
飾
郡
一
五
人
、
長
生
・
香
取
・
海
上
各
郡
一
人
で
あ
り
、
負
傷
者
は
安
房
郡
二
、
四
二
〇
人
、
君
津
郡
二
四
七
人
、
市
原
郡
六
〇
人
、
東
葛
飾
郡
三
〇
人
、
千
葉
市
郡
一
三
人
、
夷
隅
郡
、
山
武
郡
各
五
人
、
長
生
郡
、
香
取
郡
各
二
人
で
あ
っ
た
。
（
１
）
死
亡
の
原
因
は
圧
死
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
負
傷
も
家
屋
の
倒
壊
と
瓦
の
墜
落
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
近
代
未
曾
有
の
大
地
震
は
家
屋
や
人
命
だ
け
で
な
く
、
房
総
で
も
様
々
な
分
野
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
が
、
本
稿
で
は
行
論
の
関
係
上
か
ら
、
以
下
は
地
形
、
鉄
道
、
教
育
に
限
定
し
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
地
震
に
よ
る
地
殻
変
動
は
木
更
津
沖
か
ら
北
は
陥
没
、
南
は
隆
起
と
な
り
、
特
に
土
地
の
隆
起
で
は
安
房
郡
神
戸
村
や
富
崎
村
で
は
約
八
尺
（
二
・
四
誡
）
と
な
り
、
隆
起
の
最
高
で
あ
っ
た
。
（
２
）
こ
の
隆
起
で
安
房
郡
内
の
一
六
漁
港
は
全
て
機
能
を
失
い
、
復
旧
に
は
港
内
を
掘
削
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
海
岸
状
態
で
あ
っ
た
が
、
後
述
の
よ
う
に
辛
う
じ
て
汽
船
航
行
が
出
来
た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。
鉄
道
で
は
総
武
本
線
は
亀
戸
・
両
国
橋
間
が
火
災
の
た
め
運
転
不
能
と
な
り
、
九
月
三
日
に
は
亀
戸
・
両
国
橋
間
を
除
く
区
間
は
復
旧
し
た
が
、
同
区
間
が
開
通
と
な
っ
た
の
は
十
月
八
日
で
あ
っ
た
。
房
総
線
（
外
房
線
）
は
土
気
の
ト
ン
ネ
ル
が
不
通
と
な
り
、
千
葉
・
勝
浦
間
の
全
線
が
開
通
し
た
の
は
九
月
二
十
日
で
あ
る
。
北
條
線
（
木
更
津
・
千
倉
間
）
は
ト
ン
ネ
ル
の
不
通
、
線
路
の
陥
落
、
ま
た
勝
山
・
岩
井
間
で
は
貨
車
の
脱
線
転
覆
が
あ
り
、
鉄
道
被
害
で
は
東
海
道
線
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
漸
く
十
月
十
六
日
に
全
線
開
通
と
な
る
。
ま
た
久
留
里
線
（
木
更
津
・
久
留
里
間
）
は
軌
道
敷
地
が
亀
裂
陥
没
や
突
起
が
あ
り
不
通
と
な
っ
た
が
、
九
月
二
十
四
日
に
復
旧
し
た
。
被
害
の
な
か
っ
た
成
田
線
は
九
月
二
日
、
東
金
線
は
九
月
四
日
に
平
常
運
行
に
戻
っ
て
い
る
。
北
條
町
に
は
郡
役
所
、
郡
会
議
事
堂
、
町
役
場
、
裁
判
所
、
警
察
署
、
県
立
中
学
校
、
高
等
女
学
校
、
小
学
校
、
銀
行
、
会
社
、
駅
舎
が
あ
っ
た
が
、
全
て
倒
潰
し
た
。
安
房
郡
で
は
北
條
町
以
外
に
役
場
の
全
潰
が
一
二
、
小
学
校
二
六
校
（
焼
失
一
校
を
含
む
）
が
全
潰
し
た
。
役
場
の
全
潰
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
君
津
郡
一
二
校
、
市
原
郡
二
校
、
東
葛
飾
郡
二
校
の
小
学
校
全
潰
が
あ
っ
た
。
全
潰
し
た
小
学
校
で
は
二
学
期
が
始
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
教
室
が
な
く
、
神
社
、
寺
院
の
境
内
、
ま
た
は
野
外
に
天
幕
を
張
っ
た
り
、「
青
空
」
教
室
で
の
授
業
等
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
安
房
郡
九
重
村
で
は
授
業
再
開
は
九
月
二
十
九
日
で
あ
り
、
十
二
月
七
日
に
漸
く
バ
ラ
ッ
ク
式
の
校
舎
が
完
成
し
て
正
常
授
業
に
戻
っ
て
い
る
。
全
潰
の
学
校
だ
け
で
な
く
半
潰
や
大
破
の
被
害
を
受
け
た
と
こ
ろ
も
野
外
授
業
を
免
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
被
害
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
所
で
も
安
房
郡
太
海
村
の
よ
う
に
、
繰
り
返
さ
れ
る
余
震
に
脅
え
て
九
月
十
日
ま
で
臨
時
休
業
と
し
、
再
開
後
も
一
週
間
は
野
外
授
業
で
あ
っ
た
し
、
同
郡
主
基
村
で
は
校
舎
が
危
険
な
た
め
に
十
月
十
日
ま
で
正
常
授
業
に
復
帰
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
授
業
再
開
に
踏
み
切
っ
た
学
校
で
は
二
部
授
業
や
三
部
授
業
の
所
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
注
（
１
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
回
顧
と
其
の
復
興
』
上
巻
、
八
五
頁
、
下
巻
の
町
村
別
の
数
字
と
合
わ
な
い
。
以
下
文
中
に
注
の
な
い
も
の
は
、
前
掲
『
回
顧
と
其
の
復
興
』
上
・
下
両
巻
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
三
　
応
急
措
置
の
諸
相
震
災
直
後
の
応
急
措
置
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
で
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
安
房
郡
北
条
町
（
総
戸
数
一
、
六
一
六
戸
中
全
潰
一
、
五
〇
二
戸
、
焼
失
一
八
戸
、
半
潰
四
七
戸
、
死
者
二
三
〇
人
、
負
傷
者
一
、
〇
四
〇
人
）
を
取
り
上
げ
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
安
房
郡
の
中
心
地
で
あ
る
北
條
町
で
は
医
療
機
関
は
北
條
病
院
と
諸
隈
病
院
が
倒
潰
を
免
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
震
災
の
負
傷
者
は
こ
こ
に
運
ば
れ
た
。「
驚
い
千
葉
経
済
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
　
第
９
号
四
た
の
は
こ
こ
（
北
條
病
院
）
に
集
ま
っ
て
い
る
被
害
者
だ
。
蟲
の
息
で
唸
っ
て
い
る
者
、
手
足
を
動
か
し
て
苦
し
ん
で
い
る
者
、
泣
く
者
、
騒
ぐ
者
、
既
に
息
絶
え
た
者
、
今
将
に
息
の
絶
え
ん
と
し
つ
つ
あ
る
者
（
略
）
北
條
病
院
長
の
手
当
を
受
け
た
。
手
当
と
い
っ
て
も
ほ
ん
の
名
計
り
だ
。
身
体
中
は
ス
リ
ム
ケ
、
そ
れ
が
時
間
の
経
つ
に
従
っ
て
腫
れ
上
っ
て
来
て
居
る
。
顔
な
ど
ま
る
で
眼
球
が
飛
び
出
し
た
様
に
見
え
（
略
）
そ
の
傷
に
ヨ
ジ
ー
ム
チ
ン
キ
ら
し
い
も
の
を
つ
け
、
出
血
の
甚
だ
し
い
所
は
ヨ
ゴ
レ
タ
オ
ル
を
裂
い
て
繃
帯
す
る
と
い
ふ
始
末
、
で
も
此
れ
だ
け
の
手
当
を
し
て
貰
へ
る
者
は
何
百
人
中
の
一
人
と
い
ふ
程
で
あ
っ
た
」
と
収
容
さ
れ
た
一
人
は
体
験
を
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
収
容
者
の
多
さ
で
た
ち
ま
ち
対
応
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
夏
に
納
涼
博
覧
会
で
使
用
し
た
建
物
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
に
収
容
し
た
。
ま
た
館
山
町
方
面
の
負
傷
者
は
水
産
講
習
所
に
収
容
し
て
応
急
手
当
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
一
時
に
多
人
数
の
負
傷
者
を
扱
う
に
は
医
薬
品
も
衛
生
器
具
も
足
り
な
か
っ
た
。
殊
に
家
屋
倒
潰
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
物
品
も
多
大
の
損
害
を
受
け
て
い
た
か
ら
治
療
は
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
。
北
條
病
院
等
も
初
日
は
辛
う
じ
て
処
置
出
来
た
が
、
二
日
目
か
ら
は
全
く
欠
乏
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
千
葉
医
科
大
学
の
医
療
救
護
班
が
北
條
町
に
到
着
し
た
の
は
九
月
五
日
午
前
十
一
時
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
地
元
の
医
療
関
係
者
が
乏
し
い
医
薬
品
で
懸
命
に
治
療
に
当
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
北
條
町
の
薬
丸
医
師
は
妻
女
を
失
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
負
傷
者
の
治
療
に
尽
力
し
た
と
云
う
。
（
１
）
到
着
し
た
救
護
班
は
医
薬
品
や
食
糧
の
補
給
は
交
通
遮
断
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
班
員
の
食
糧
す
ら
支
障
を
来
し
、
水
産
講
習
所
の
自
校
分
を
割
い
て
給
し
て
も
ら
い
、
医
薬
品
は
倒
潰
し
た
店
舗
の
土
蔵
を
掘
り
出
し
て
補
給
に
当
て
た
程
で
あ
っ
た
。
地
震
に
よ
る
地
殻
変
動
で
、
北
條
町
、
館
山
町
、
国
府
村
、
豊
田
村
、
南
三
原
村
等
で
は
井
戸
に
砂
が
噴
出
、
那
古
町
、
千
歳
村
、
保
田
町
等
で
は
砂
や
泥
土
が
噴
出
、
海
岸
に
近
い
長
尾
村
等
で
は
塩
水
が
噴
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
橋
高
四
郎
安
房
郡
長
が
大
山
村
に
救
援
要
請
を
し
た
際
、「
食
糧
は
携
帯
せ
ら
れ
度
、
尚
又
掘
井
戸
は
崩
落
、
全
く
汲
む
に
水
な
く
、
飲
料
水
も
携
帯
を
乞
う
」
と
の
指
示
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
飲
料
水
確
保
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
著
書
に
も
触
れ
て
い
な
い
。
（
２
）
ま
た
千
葉
町
で
は
「
非
常
時
便
所
の
こ
と
だ
。
震
災
直
後
、
京
浜
地
方
か
ら
千
葉
へ
入
込
む
人
々
が
千
葉
神
社
境
内
に
殺
到
し
た
。
同
神
社
境
内
は
一
見
急
場
の
木
賃
宿
の
観
を
呈
し
、
産
婦
あ
り
、
病
人
あ
り
、
其
の
他
各
種
の
人
々
群
集
し
た
の
で
あ
る
が
、
便
所
の
設
備
が
少
な
か
っ
た
為
、
糞
便
た
れ
流
し
で
、
神
殿
の
周
囲
に
散
乱
」
の
状
態
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
瓦
礫
と
な
っ
た
北
條
町
等
で
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
北
條
町
で
は
白
米
三
俵
と
麦
五
袋
で
一
般
罹
災
者
に
焚
き
出
し
を
行
っ
た
の
は
九
月
二
日
が
最
初
で
あ
る
。
九
月
三
日
か
ら
は
町
内
の
米
穀
商
か
ら
外
米
を
買
い
上
げ
、
老
幼
を
問
わ
ず
一
人
五
合
と
し
て
米
の
配
給
を
行
っ
た
。
初
日
分
は
戸
数
八
六
三
戸
、
人
数
四
、
六
二
〇
人
余
で
あ
っ
た
。
ま
た
米
を
配
給
す
る
に
も
平
素
は
籾
米
で
貯
蔵
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
震
災
で
籾
摺
り
器
具
も
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
米
の
欠
乏
に
喘
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
震
災
で
電
信
が
不
通
と
な
り
、
県
庁
で
は
安
房
郡
の
状
況
は
全
く
把
握
出
来
な
か
っ
た
。
大
橋
郡
長
は
三
人
の
書
記
を
選
び
、
災
害
状
況
の
報
告
、
工
兵
隊
の
出
動
、
医
薬
食
糧
懇
請
の
三
つ
の
任
務
を
与
え
て
、
一
〇
〇
誅
離
れ
た
千
葉
市
に
あ
る
県
庁
へ
急
報
の
使
者
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
た
。
一
番
早
く
県
庁
に
到
着
し
た
重
田
嘉
一
郡
書
記
の
手
記
に
よ
っ
て
、
そ
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
シ
ャ
ツ
一
枚
と
素
足
で
九
月
一
日
午
後
三
時
半
に
北
條
町
を
出
発
。
北
條
町
か
ら
国
府
村
、
瀧
田
村
を
経
て
岩
井
村
に
出
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
比
較
的
被
害
の
少
な
か
っ
た
瀧
田
村
役
場
に
立
ち
寄
り
焚
き
出
し
を
依
頼
し
た
の
は
重
田
書
記
の
機
転
で
あ
っ
た
。「
日
は
暮
れ
て
依
然
余
震
は
止
ま
ぬ
、
万
物
皆
死
と
も
云
ふ
べ
き
寂
幕
さ
で
、
何
処
に
も
点
灯
一
つ
見
え
な
い
（
略
）
晦
冥
の
天
地
、
寂
然
た
る
大
修
羅
場
の
彼
方
を
彷
徨
す
る
感
」
の
中
を
岩
井
村
役
場
で
提
灯
を
借
用
、
鉄
道
線
路
に
沿
っ
て
保
田
町
役
場
に
着
い
た
の
は
午
後
八
時
で
あ
っ
た
。
保
田
町
役
場
で
蝋
燭
を
補
給
関
東
大
震
災
と
千
葉
県
　
池
田
五
し
、
鋸
山
へ
差
し
か
か
か
っ
た
際
に
、
保
田
駅
構
内
で
鋸
山
を
越
せ
ず
に
野
宿
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
十
数
人
と
遭
う
。
彼
等
は
千
葉
行
き
を
知
り
、
同
行
す
る
。
総
勢
一
九
人
で
真
っ
暗
な
線
路
を
提
灯
を
便
り
に
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
抜
け
る
。
浜
金
谷
、
竹
岡
と
通
過
し
た
が
、
天
神
山
ト
ン
ネ
ル
は
全
く
崩
壊
し
て
い
て
通
行
で
き
ず
、
道
な
き
山
中
を
歩
き
、
少
し
の
休
み
も
と
ら
ず
君
津
郡
湊
町
を
通
り
過
ぎ
る
。
砂
利
山
付
近
に
差
し
掛
か
か
る
と
、
誰
云
う
と
な
く
道
の
中
央
に
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
疲
労
と
空
腹
に
は
声
を
出
し
て
励
ま
し
、
再
び
佐
貫
町
を
目
指
し
て
歩
み
始
め
た
の
は
午
前
三
時
で
あ
っ
た
。
佐
貫
町
の
入
り
口
に
あ
る
光
明
寺
の
炊
き
出
し
で
一
時
間
余
の
休
息
を
と
っ
た
が
、
昨
夜
来
の
同
勢
は
散
り
じ
り
と
な
り
、
四
名
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
木
更
津
町
で
君
津
郡
役
所
に
飛
び
込
み
、
自
転
車
を
一
台
借
り
て
走
り
出
す
。
炎
天
下
に
帽
子
も
手
拭
い
も
な
く
、「
余
り
に
気
の
毒
だ
」
と
郡
役
所
前
の
薬
店
主
が
経
木
帽
と
仁
丹
一
袋
を
く
れ
る
。
長
浦
海
岸
に
差
し
掛
か
る
と
、
強
震
が
あ
り
、
自
転
車
の
疾
走
が
出
来
ず
、
電
柱
に
縋
ら
ざ
る
を
得
な
い
程
の
す
ご
さ
で
あ
っ
た
。
養
老
川
河
畔
の
大
亀
裂
は
自
転
車
を
担
い
で
わ
た
り
、
県
庁
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
九
月
二
日
午
後
一
時
半
で
あ
っ
た
。
県
庁
で
は
「
帰
っ
て
ふ
さ
丸
（
県
水
産
試
験
場
附
属
船
）
を
千
葉
に
廻
航
せ
よ
」
の
命
令
を
受
け
、
傷
の
手
当
て
と
卵
を
手
に
し
て
再
び
帰
路
を
急
い
だ
。
午
後
四
時
半
に
君
津
郡
役
所
に
到
着
。
し
か
し
疲
労
で
悪
寒
が
激
し
く
、
全
身
の
震
え
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
夕
刻
に
強
震
で
振
る
い
起
こ
さ
れ
て
木
更
津
駅
構
内
の
鉄
道
線
路
上
に
逃
れ
る
。
こ
の
強
震
で
悪
寒
も
除
か
れ
た
か
の
よ
う
に
僅
か
に
ま
ど
ろ
む
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
保
田
町
に
着
く
ま
で
ほ
と
ん
ど
欠
食
不
眠
の
状
態
を
強
行
し
た
。
北
條
町
に
帰
着
し
た
の
は
混
乱
喧
騒
の
真
っ
直
中
の
九
月
三
日
午
前
十
時
で
あ
る
。
道
な
き
よ
う
な
所
を
余
震
の
繰
り
返
す
中
、
ほ
と
ん
ど
呑
ま
ず
食
わ
ず
の
状
態
で
二
〇
〇
誅
を
三
二
時
間
余
で
往
復
し
た
も
の
で
あ
り
、「
火
事
場
の
馬
鹿
じ
か
ら
」
の
喩
え
で
は
な
い
が
、
大
災
害
に
対
す
る
使
命
感
に
燃
え
た
重
田
郡
書
記
の
行
動
は
ま
さ
に
超
人
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
感
心
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
郡
役
所
で
は
県
へ
急
使
を
派
遣
し
て
応
援
を
要
請
し
て
い
た
が
、
医
薬
品
、
食
料
品
の
補
給
は
寸
時
も
待
て
な
い
状
況
で
あ
り
、
水
産
試
験
場
附
属
船
ふ
さ
丸
と
鏡
丸
に
発
航
を
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
。
当
時
ふ
さ
丸
は
機
関
部
に
故
障
が
あ
り
、
鏡
丸
に
は
軽
油
の
蓄
え
が
な
く
、
そ
の
上
機
関
長
が
震
災
で
生
死
不
明
の
状
況
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
直
ぐ
に
は
対
応
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
機
関
の
修
繕
を
急
ぎ
、
軽
油
を
確
保
し
て
九
月
二
日
夜
半
に
は
出
航
の
準
備
が
出
来
た
。
し
か
し
震
災
で
海
底
に
大
変
動
が
起
こ
っ
て
お
り
、
ま
た
灯
台
は
い
ず
れ
も
全
滅
し
て
い
た
の
で
、
航
行
は
命
が
け
で
あ
っ
た
。
鏡
丸
は
水
産
試
験
場
長
の
激
励
と
乗
組
員
の
侠
気
に
よ
っ
て
九
月
三
日
未
明
に
千
葉
に
向
か
っ
て
館
山
港
を
出
港
し
た
。
そ
し
て
九
月
四
日
午
後
八
時
十
五
分
に
無
事
館
山
港
に
帰
航
し
た
。
鏡
丸
に
は
玄
米
一
〇
〇
俵
と
沢
庵
、
梅
干
し
、
薤
等
一
五
樽
、
そ
れ
に
県
の
派
遣
員
一
六
名
、
看
護
婦
四
名
が
乗
船
し
て
い
た
。
こ
れ
が
千
葉
か
ら
の
最
初
の
応
援
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
２
）
郡
当
局
は
食
糧
の
支
援
を
県
に
求
め
る
と
同
時
に
、
郡
内
の
長
狭
地
方
で
の
米
買
い
上
げ
を
企
て
た
。
し
か
し
何
時
大
地
震
が
再
発
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
云
う
懸
念
と
交
通
杜
絶
の
た
め
に
、「
今
米
を
手
放
せ
ば
命
を
つ
な
ぐ
途
は
絶
え
る
」
と
の
悲
観
的
空
気
が
強
く
、
買
収
は
困
難
で
あ
っ
た
。
一
部
に
は
「
徴
発
し
て
は
ど
う
か
」
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
郡
長
は
か
え
っ
て
人
心
を
混
乱
さ
せ
る
と
却
け
た
。
そ
し
て
現
金
で
の
買
い
上
げ
を
行
う
こ
と
に
し
、
支
払
休
止
中
の
各
銀
行
の
首
脳
を
集
め
、
一
万
円
の
貸
出
を
得
て
、
そ
れ
で
買
い
上
げ
を
行
い
、
県
の
米
と
一
緒
に
配
給
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
九
月
七
日
の
夜
に
至
っ
て
米
不
足
は
絶
望
状
態
に
陥
っ
た
。
大
橋
郡
長
は
八
日
払
暁
に
鏡
丸
に
乗
船
し
て
県
庁
に
赴
き
、
米
九
、
〇
〇
〇
俵
の
急
送
を
懇
請
し
た
。
県
で
は
五
、
〇
〇
〇
俵
の
給
与
を
決
め
、
ま
た
輸
送
用
に
館
山
湾
に
停
泊
中
の
汽
船
を
徴
発
す
る
命
令
書
を
交
付
し
た
。
郡
長
は
九
日
に
帰
任
し
、
汽
船
二
隻
を
徴
発
し
て
米
輸
送
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
翌
十
日
に
は
県
か
ら
更
に
米
一
、
〇
〇
〇
俵
を
増
加
配
給
す
る
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
九
月
五
日
か
ら
十
月
二
日
ま
で
四
二
回
に
わ
た
り
県
か
ら
安
房
郡
に
配
給
さ
れ
た
米
は
玄
米
六
、
一
七
九
俵
、
白
米
一
、
八
七
一
千
葉
経
済
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
　
第
９
号
六
俵
、
外
米
一
八
九
袋
（
一
袋
七
斗
入
り
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
郡
役
所
が
九
月
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
一
二
回
に
わ
た
り
鴨
川
、
天
津
等
で
直
接
に
購
入
し
た
米
は
玄
米
三
二
俵
、
白
米
一
、
九
〇
〇
俵
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
食
糧
危
機
を
乗
り
切
っ
た
の
で
あ
る
。
安
房
郡
で
は
焚
き
出
し
を
行
わ
な
か
っ
た
町
村
は
九
町
村
に
過
ぎ
ず
、
最
高
の
二
〇
日
間
行
っ
た
の
は
北
條
町
、
館
山
町
、
那
古
町
、
船
形
町
、
千
倉
町
、
館
野
村
、
九
重
村
、
冨
浦
村
、
国
府
村
、
千
歳
村
の
一
〇
町
村
で
あ
り
、
館
山
町
は
延
べ
人
員
一
八
万
〇
三
二
〇
人
で
最
も
多
く
、
白
米
を
五
四
〇
石
九
斗
四
升
支
給
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
副
食
品
と
し
て
北
條
町
に
薤
漬
一
樽
、
梅
干
一
樽
、
馬
鈴
薯
二
袋
、
メ
リ
ケ
ン
粉
の
配
給
が
始
ま
っ
た
の
は
九
月
五
日
か
ら
で
あ
る
。
安
房
郡
で
焚
き
出
し
を
行
っ
た
町
村
に
は
九
月
四
日
か
ら
九
月
二
十
七
日
ま
で
に
全
体
と
し
て
甘
藷
一
、
四
七
六
俵
、
醤
油
一
、
〇
〇
〇
樽
、
塩
四
三
一
叺
、
牛
缶
詰
二
一
四
個
、
味
噌
一
七
〇
樽
、
薤
漬
七
〇
樽
、
鹿
角
菜
六
三
袋
、
梅
干
し
五
三
樽
、
玉
葱
四
八
樽
、
韮
漬
三
〇
樽
、
蔬
菜
三
〇
俵
、
日
本
橋
漬
（
福
神
漬
）
二
四
個
、
馬
鈴
薯
一
〇
俵
、
沢
庵
五
樽
、
う
ど
ん
二
箱
、
里
芋
一
俵
、
茄
子
漬
一
樽
の
配
給
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
（
３
）
前
項
で
見
て
き
た
よ
う
に
那
古
町
、
館
野
村
九
九
％
、
北
條
町
、
館
山
町
九
六
％
、
船
形
町
、
国
府
村
、
健
田
村
九
五
％
、
九
重
村
九
四
％
と
、
住
民
は
住
み
家
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
罹
災
者
の
中
に
は
破
れ
た
戸
板
や
板
切
れ
な
ど
で
雨
露
を
凌
い
だ
が
、
多
数
の
罹
災
者
は
そ
れ
す
ら
出
来
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
瀕
死
の
病
人
や
妊
婦
を
持
つ
家
で
は
、
屋
根
の
下
で
の
介
抱
を
求
め
た
が
、
そ
れ
は
か
な
わ
ず
、
こ
の
よ
う
な
惨
状
が
一
〇
日
間
も
続
い
た
と
云
う
。
郡
当
局
が
屋
根
材
料
の
供
給
に
腐
心
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
千
葉
県
育
児
園
主
の
光
田
鹿
太
郎
が
訪
ね
て
き
た
。
光
田
は
「
自
分
は
大
阪
に
鉄
工
所
を
経
営
し
て
い
る
知
己
が
お
り
、
懇
請
す
れ
ば
ト
タ
ン
等
の
材
料
を
手
に
入
れ
る
確
信
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。
郡
長
は
県
の
指
示
を
仰
ぐ
余
裕
が
な
い
の
で
、
郡
長
が
責
任
を
負
う
覚
悟
で
光
田
に
大
阪
行
き
を
依
頼
し
た
。
光
田
は
館
山
港
に
停
泊
し
て
い
た
軍
艦
に
事
情
を
説
明
し
て
大
阪
行
き
を
懇
請
す
る
。
艦
長
は
同
情
し
て
許
可
を
与
え
、
九
月
十
一
日
に
館
山
港
を
出
港
し
た
の
で
あ
る
。
光
田
は
大
阪
に
着
く
と
、
早
速
に
知
己
に
会
い
、
次
い
で
大
阪
府
庁
を
訪
問
し
て
屋
根
材
料
を
懇
請
し
た
。
丁
度
府
庁
と
府
市
の
有
志
者
が
大
震
災
救
護
に
つ
い
て
の
委
員
会
を
開
い
て
い
た
の
で
、
そ
こ
に
出
席
し
て
安
房
の
惨
状
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。
大
坂
人
の
同
情
が
大
き
く
集
ま
り
、
府
庁
で
は
ト
タ
ン
等
の
斡
旋
に
尽
力
し
、
た
ち
ま
ち
に
ト
タ
ン
一
〇
万
枚
、
釘
三
〇
〇
樽
、
鎹
二
万
本
、
針
金
二
、
〇
〇
〇
貫
、
外
に
蝋
燭
、
燐
寸
、
衛
生
材
料
を
取
り
纏
め
、
そ
の
上
こ
れ
ら
を
輸
送
す
る
た
め
の
汽
船
の
提
供
も
し
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
九
月
二
十
八
日
に
資
材
を
乗
せ
て
館
山
港
に
帰
っ
て
き
た
。
こ
の
一
連
の
光
田
鹿
太
郎
の
行
動
は
安
房
郡
の
罹
災
者
を
救
っ
た
だ
け
で
な
く
、
交
通
や
通
信
が
杜
絶
し
て
い
た
関
西
地
方
に
い
ち
早
く
震
災
の
惨
状
を
伝
え
た
も
の
で
あ
り
、
関
西
人
を
救
護
活
動
に
立
ち
上
が
ら
せ
る
契
機
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
４
）
陸
揚
げ
と
同
時
に
直
ち
に
配
給
が
行
わ
れ
、
ま
た
町
村
長
会
議
を
開
催
し
て
町
村
長
の
要
望
を
聞
く
と
、
ト
タ
ン
等
三
〇
万
枚
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
第
二
回
目
は
現
金
が
な
け
れ
ば
入
手
出
来
な
い
も
の
で
あ
り
、
県
の
保
証
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
郡
長
は
安
房
銀
行
頭
取
の
小
原
金
治
と
光
田
鹿
太
郎
を
同
行
さ
せ
て
斉
藤
守
圀
知
事
に
懇
請
し
た
。
と
こ
ろ
が
知
事
は
「
一
切
責
任
を
負
う
こ
と
能
わ
ず
」
と
懇
請
を
拒
否
し
た
。
し
か
し
安
房
銀
行
が
責
任
を
負
う
な
ら
ば
、
県
農
工
銀
行
と
川
崎
銀
行
の
二
行
か
ら
一
五
万
円
の
融
資
を
斡
旋
す
る
と
答
え
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
安
房
銀
行
が
一
五
万
円
を
借
り
入
れ
、
そ
の
資
金
を
持
っ
て
光
田
が
安
房
銀
行
の
行
員
二
名
を
連
れ
て
再
び
大
阪
に
出
向
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
大
阪
府
庁
の
斡
旋
で
ト
タ
ン
五
万
枚
、
大
小
釘
一
、
二
〇
〇
樽
、
外
に
燐
寸
、
蝋
燭
若
干
を
購
入
し
た
。
と
こ
ろ
が
輸
送
船
に
差
し
支
え
て
し
ま
っ
た
。
折
し
も
前
千
葉
県
知
事
で
あ
っ
た
折
原
巳
一
郎
兵
庫
県
知
事
が
尽
力
し
て
く
れ
て
、
汽
船
豊
冨
丸
の
提
供
が
実
現
し
、
輸
送
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
豊
冨
丸
が
館
山
港
に
入
港
し
た
の
は
十
月
十
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
小
屋
掛
け
の
資
材
が
罹
災
者
に
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
５
）
関
東
大
震
災
と
千
葉
県
　
池
田
七
君
津
、
市
原
両
郡
に
は
県
が
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
か
ら
ト
タ
ン
等
の
配
給
を
受
け
る
こ
と
に
し
、
汽
船
鮮
洋
丸
か
ら
ト
タ
ン
三
万
枚
と
鉄
線
二
〇
把
は
十
月
一
日
に
木
更
津
港
で
受
領
し
た
。
ま
た
釘
一
〇
〇
樽
、
鎹
一
四
〇
貫
余
は
両
国
配
給
所
を
経
て
到
着
し
た
の
で
、
鉄
道
便
で
木
更
津
町
に
輸
送
し
て
被
害
町
村
へ
交
付
し
た
の
で
あ
る
。
注（１
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
安
房
震
災
誌
』
二
四
五
頁
、
千
葉
大
学
の
菊
山
貞
一
医
師
を
責
任
者
と
す
る
医
療
救
護
班
は
救
護
本
部
長
の
命
令
を
受
け
て
九
月
四
日
早
朝
に
出
発
し
た
が
、
鉄
道
を
利
用
し
て
千
葉
か
ら
総
武
本
線
で
佐
倉
・
成
東
を
経
て
、
東
金
線
で
大
網
に
行
き
、
房
総
線
で
勝
浦
に
出
る
、
当
時
勝
浦
か
ら
先
は
鉄
道
が
な
か
っ
た
の
で
、
崖
の
崩
落
や
道
路
の
閉
鎖
を
乗
り
越
え
、
夜
通
し
歩
き
続
け
て
北
條
町
に
到
達
し
た
と
云
う
。
（
２
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
安
房
震
災
誌
』
二
五
七
頁
（
３
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
安
房
震
災
誌
』
二
六
四
頁
（
４
）
前
掲
図
書
館
蔵
「
東
京
日
日
新
聞
房
総
版
」
一
九
二
四
年
二
月
七
日
付
、
大
阪
府
か
ら
ト
タ
ン
一
〇
万
枚
を
購
入
し
た
時
、
大
阪
府
で
安
房
の
惨
状
を
知
り
、
大
阪
府
が
救
護
局
に
代
金
請
求
を
行
い
、
救
護
局
は
支
払
っ
た
が
、
そ
の
後
に
な
っ
て
代
金
を
県
に
請
求
し
、
県
は
安
房
郡
に
「
矢
の
催
促
」
を
行
い
、
郡
が
支
払
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
（
５
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
安
房
震
災
誌
』
二
六
五
頁
四
　
救
護
活
動
と
住
宅
復
興
事
情
長
生
郡
茂
原
町
の
私
立
大
成
中
学
校
が
県
立
に
移
管
さ
れ
、
校
名
を
県
立
長
生
中
学
校
と
改
称
し
、
九
月
一
日
は
開
校
式
で
あ
り
、
地
震
発
生
時
に
斉
藤
知
事
は
そ
の
挙
式
に
出
席
中
で
あ
っ
た
。
房
総
線
が
不
通
と
な
り
、
自
動
車
で
夕
刻
に
帰
庁
し
た
。
当
日
は
土
曜
日
で
あ
り
、
職
員
の
大
部
分
は
退
庁
し
て
い
た
が
、
午
後
三
時
頃
か
ら
東
京
方
面
の
空
が
紅
光
を
帯
び
、
や
が
て
頻
り
に
紙
片
や
木
片
の
焼
片
が
降
っ
た
の
で
、
大
火
災
の
発
生
を
察
知
し
た
と
云
う
。
県
警
察
部
保
安
課
で
は
警
察
電
話
で
県
内
の
被
害
状
況
把
握
に
努
め
た
が
、
午
後
八
時
に
漸
く
千
葉
・
船
橋
・
市
川
・
佐
倉
・
佐
原
・
多
古
・
銚
子
・
旭
・
八
日
市
場
・
東
金
・
茂
原
・
大
原
・
八
幡
の
一
四
警
察
署
管
内
の
概
況
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
北
条
署
管
内
の
状
況
は
つ
か
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
九
月
二
日
午
後
に
県
庁
は
余
震
が
続
く
の
で
広
場
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
そ
こ
を
九
月
十
七
日
ま
で
仮
事
務
所
と
し
た
。
県
で
は
①
東
京
か
ら
の
避
難
民
救
助
、
②
県
内
罹
災
民
救
助
、
③
東
京
方
面
へ
の
食
糧
供
給
等
の
三
つ
が
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
。
東
京
へ
の
食
糧
供
給
で
は
ま
ず
九
月
二
日
に
米
二
〇
〇
俵
、
梅
干
し
そ
の
他
漬
物
四
五
樽
を
調
達
し
、
三
日
午
前
八
時
に
石
油
発
動
機
船
千
葉
丸
と
寒
川
丸
の
二
隻
で
東
京
に
出
航
し
て
い
る
。
九
月
三
日
内
務
次
官
か
ら
知
事
宛
に
「
横
浜
市
震
災
頗
ル
激
甚
ニ
シ
テ
死
傷
者
極
メ
テ
多
ク
、
目
下
食
糧
及
救
護
ノ
方
法
全
ク
欠
如
シ
居
レ
リ
（
略
）
相
当
ノ
食
糧
ヲ
調
達
シ
、
且
ツ
救
護
班
ヲ
作
リ
、
汽
船
ニ
テ
横
浜
港
ニ
回
航
シ
、
海
軍
ノ
手
ヲ
経
テ
分
配
救
護
ニ
当
ラ
シ
ム
ベ
ク
」
と
の
無
電
が
入
っ
た
。
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
）
七
月
一
日
段
階
で
の
県
内
在
米
高
は
五
五
万
石
で
あ
っ
た
。
県
で
は
一
か
月
の
消
費
高
を
一
二
万
石
と
見
な
し
、
七
、
八
、
九
月
の
消
費
高
が
三
六
万
石
、
ま
た
七
、
八
月
の
移
出
高
五
万
六
〇
〇
〇
高
を
控
除
す
る
と
一
三
万
四
〇
〇
〇
石
。
避
難
民
を
約
一
〇
万
人
と
見
込
み
、
九
月
中
の
食
糧
を
一
万
石
と
し
て
控
除
す
れ
ば
、
残
り
は
一
二
万
四
〇
〇
〇
石
と
な
る
。
十
月
以
降
は
新
米
が
出
廻
る
の
で
古
米
を
九
月
ま
で
に
処
分
し
得
る
と
す
れ
ば
、
一
二
万
四
〇
〇
〇
石
は
剰
余
と
な
る
。
そ
の
三
分
の
二
を
移
出
能
力
と
す
れ
ば
、
八
万
石
は
他
出
可
能
で
あ
っ
た
。
知
事
は
早
速
に
「
本
県
在
庫
米
ノ
現
況
ニ
鑑
ミ
、
東
京
市
ニ
対
シ
テ
ハ
三
万
石
、
横
浜
ニ
対
シ
テ
ハ
一
万
石
ヲ
配
給
シ
得
ル
見
込
」
と
の
返
電
を
送
っ
て
い
る
。
九
月
五
日
か
ら
十
二
日
ま
で
亀
戸
職
業
紹
介
所
に
千
葉
県
救
護
出
張
所
を
開
設
し
た
。
ま
た
九
日
か
ら
十
九
日
ま
で
亀
戸
駅
構
内
に
臨
時
米
穀
精
米
所
を
設
置
し
、
千
葉
経
済
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
　
第
９
号
八
玄
米
を
一
万
二
七
五
一
石
余
を
送
っ
て
い
る
。
東
京
の
近
親
者
安
否
を
気
遣
っ
て
上
京
す
る
者
が
日
々
三
万
人
余
あ
っ
た
の
で
、
県
で
は
鉄
道
当
局
と
協
議
の
上
、
三
日
以
降
上
京
者
は
一
人
白
米
五
升
以
上
の
携
帯
を
義
務
づ
け
た
。
こ
れ
は
十
五
日
ま
で
継
続
さ
れ
た
が
、
お
よ
そ
一
万
五
、
六
〇
〇
〇
石
に
達
し
た
の
で
、
両
方
を
合
わ
せ
る
と
見
込
み
の
三
万
石
に
達
し
て
い
た
。
さ
ら
に
東
京
市
長
よ
り
屎
尿
運
搬
用
の
空
樽
要
求
が
あ
り
、
県
は
野
田
醤
油
、
銚
子
醤
油
等
か
ら
二
、
〇
六
〇
本
を
集
め
た
送
っ
て
い
る
。
安
房
郡
へ
の
救
援
に
は
県
は
九
月
四
日
以
降
水
産
試
験
場
の
ふ
さ
丸
・
鏡
丸
を
千
葉
・
館
山
間
に
通
航
さ
せ
た
。
木
更
津
ま
で
鉄
道
が
復
旧
す
る
と
、
君
津
郡
内
の
物
資
を
調
達
し
、
両
船
は
木
更
津
・
館
山
間
を
定
期
船
と
し
て
運
航
し
た
。
ま
た
県
は
勝
浦
町
漁
業
組
合
内
に
出
張
所
を
開
設
し
、
東
京
湾
汽
船
会
社
の
清
澄
丸
・
北
海
丸
の
二
隻
を
徴
発
し
、
勝
浦
港
か
ら
夷
隅
郡
の
供
給
米
を
全
部
安
房
郡
に
輸
送
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
東
京
か
ら
の
避
難
民
に
対
し
て
県
は
九
月
一
日
午
後
十
時
頃
か
ら
医
療
救
護
班
を
総
武
本
線
の
市
川
・
船
橋
・
津
田
沼
・
幕
張
・
稲
毛
の
各
駅
に
派
遣
し
て
治
療
に
対
応
し
た
。
千
葉
医
科
大
学
と
日
本
赤
十
字
社
千
葉
支
部
の
協
力
の
下
に
医
師
二
一
名
、
学
生
二
三
名
の
救
護
班
を
、
ま
た
山
武
郡
医
師
会
の
三
班
、
印
旛
郡
医
師
会
の
五
班
、
匝
瑳
郡
医
師
会
の
一
班
を
日
本
赤
十
字
社
千
葉
支
部
救
護
班
と
合
同
し
て
東
京
方
面
へ
派
遣
し
て
い
た
。
さ
ら
に
市
川
駅
に
傷
病
者
が
殺
到
す
る
情
報
が
あ
っ
た
の
で
、
千
葉
医
科
大
学
に
医
師
二
名
の
派
遣
を
依
頼
し
た
。
安
房
郡
に
は
匝
瑳
郡
医
師
会
の
四
班
、
海
上
郡
医
師
会
の
五
班
、
香
取
郡
医
師
会
の
五
班
を
救
護
に
向
か
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
九
月
一
日
の
夕
刻
か
ら
罹
災
者
が
東
葛
飾
郡
方
面
に
避
難
し
て
来
た
が
、
午
後
七
時
亀
戸
・
稲
毛
間
の
鉄
道
線
路
の
修
理
が
終
わ
る
と
共
に
急
激
に
増
加
し
た
。
十
月
二
十
日
ま
で
の
避
難
者
救
護
の
累
計
は
一
六
万
七
七
一
九
人
に
達
し
、
そ
の
食
料
費
と
雑
費
は
四
万
九
〇
四
二
円
余
で
あ
っ
た
。
震
災
で
の
各
方
面
へ
の
物
資
供
給
は
金
額
に
直
す
と
一
〇
三
万
五
七
七
六
円
余
で
あ
っ
た
。
知
事
は
既
定
予
算
の
救
護
費
は
五
、
〇
一
三
円
に
過
ぎ
ず
、
緊
急
事
態
で
あ
り
、
九
月
五
日
に
専
決
処
分
で
罹
災
救
助
基
金
か
ら
一
二
万
円
余
を
支
出
し
、
十
月
五
日
に
は
さ
ら
に
六
九
万
九
〇
〇
〇
円
を
追
加
し
、
合
計
八
二
万
四
一
八
四
円
の
応
急
的
救
護
費
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
焚
出
食
品
給
与
副
食
代
、
小
屋
掛
代
金
、
被
服
費
、
雑
費
と
し
て
安
房
郡
四
七
万
六
四
〇
〇
円
、
君
津
郡
五
万
三
八
五
〇
円
、
市
原
郡
一
万
八
二
〇
三
円
、
東
葛
飾
郡
七
〇
〇
円
、
長
生
郡
二
〇
〇
円
、
夷
隅
郡
一
四
円
に
配
当
さ
れ
、
二
七
万
四
八
一
七
円
が
予
備
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。し
か
し
被
害
著
し
く
、
応
急
措
置
に
は
不
充
分
の
た
め
、
十
月
十
二
日
に
臨
時
県
会
を
招
集
し
、
六
〇
万
五
六
二
三
円
の
追
加
更
正
予
算
を
提
出
し
た
。
こ
の
予
算
の
内
訳
は
道
路
・
橋
梁
・
護
岸
堤
防
の
工
費
三
〇
万
円
、
県
立
学
校
・
郡
役
所
庁
舎
そ
の
他
建
築
修
繕
費
用
一
三
万
八
六
〇
〇
円
、
震
災
救
護
費
一
万
二
〇
〇
〇
円
、
一
般
会
計
か
ら
震
災
復
興
資
金
へ
繰
入
が
一
六
万
五
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。
こ
の
財
源
は
課
税
や
起
債
を
一
切
避
け
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
や
り
く
り
で
賄
う
こ
と
に
し
、
県
営
多
古
線
工
事
繰
延
で
三
〇
万
円
、
師
範
学
校
と
匝
瑳
中
学
校
建
築
の
繰
延
で
二
一
万
四
八
〇
〇
円
、
銚
子
築
港
の
県
費
支
出
七
万
五
〇
〇
〇
円
を
繰
り
入
れ
る
と
云
う
も
の
で
あ
っ
た
。
（
１
）
斉
藤
県
政
は
十
月
三
日
に
知
事
を
会
長
に
、
県
選
出
議
員
、
県
議
、
有
志
者
を
会
員
と
す
る
千
葉
県
震
災
復
興
会
を
設
立
し
、
復
興
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
十
一
月
二
十
六
日
に
招
集
さ
れ
た
通
常
県
会
で
は
、
一
九
二
四
年
度
（
大
正
十
三
）
予
算
案
は
、
①
一
九
二
三
年
度
当
初
予
算
を
基
本
と
し
て
、
こ
れ
を
出
来
る
だ
け
減
額
す
る
、
②
継
続
費
等
は
繰
延
べ
に
す
る
、
③
増
員
、
増
俸
は
行
わ
な
い
、
④
新
事
業
は
一
切
見
合
わ
せ
る
、
⑤
財
源
は
起
債
に
求
め
な
い
、
⑥
課
税
は
前
年
度
の
課
税
率
以
下
に
し
、
新
税
や
増
税
を
行
わ
な
い
と
云
う
六
大
方
針
で
編
成
し
た
と
説
明
し
た
。
経
常
部
四
三
四
万
五
〇
〇
〇
円
余
、
臨
時
部
二
〇
六
万
七
〇
〇
〇
円
余
で
あ
り
、
一
九
二
三
年
度
当
初
予
算
と
比
す
る
と
五
万
〇
七
関
東
大
震
災
と
千
葉
県
　
池
田
九
一
二
円
の
減
額
で
あ
り
、
緊
縮
財
政
で
復
興
に
当
た
る
決
意
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
（
２
）
し
か
し
復
興
計
画
が
緒
に
就
く
前
に
一
九
二
四
年
六
月
二
十
七
日
に
斉
藤
知
事
は
転
任
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
千
葉
県
震
災
復
興
会
の
復
興
計
画
は
資
金
を
八
四
七
万
五
〇
〇
〇
円
と
し
、
そ
の
内
訳
は
①
教
育
資
金
二
九
七
万
五
〇
〇
〇
円
、
②
産
業
資
金
二
〇
〇
万
円
、
③
住
宅
建
築
資
金
三
五
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
資
金
は
政
府
か
ら
三
か
年
据
置
一
〇
年
償
還
で
、
無
利
子
の
貸
し
下
げ
を
受
け
、
そ
れ
を
県
が
市
町
村
そ
の
他
関
係
組
合
に
無
利
子
で
転
貸
す
る
と
云
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
当
時
の
事
情
を
考
え
る
と
、
と
て
も
実
現
可
能
な
も
の
と
は
思
わ
れ
ず
、
そ
こ
で
教
育
資
金
は
小
学
校
仮
建
築
費
七
七
万
一
三
二
〇
円
、
中
学
校
仮
建
築
費
六
七
万
二
四
二
〇
円
の
合
計
一
四
四
万
三
七
四
〇
円
を
年
四
分
八
厘
の
利
付
で
借
用
す
る
方
針
に
切
り
替
え
、
そ
の
利
子
を
無
利
子
、
ま
た
は
半
額
補
助
を
要
求
す
る
こ
と
に
変
更
し
て
内
務
・
文
部
両
省
に
申
請
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
は
震
災
応
急
施
設
貸
付
金
八
九
万
六
四
〇
〇
円
と
小
学
校
仮
建
築
費
七
七
万
一
三
二
〇
円
、
そ
れ
に
歳
入
欠
陥
補
充
費
一
万
八
二
〇
〇
円
合
計
一
六
八
万
五
九
〇
〇
円
の
借
り
受
け
と
な
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
の
一
四
四
万
一
三
〇
〇
円
は
年
四
分
八
厘
で
大
蔵
省
預
金
部
資
金
よ
り
債
券
を
発
行
し
て
借
り
受
け
、
残
額
二
四
万
四
六
〇
〇
円
は
債
券
を
発
行
せ
ず
に
、
震
災
地
方
国
庫
貸
付
金
か
ら
借
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
五
年
間
据
置
、
年
五
分
の
利
子
で
三
〇
年
賦
償
還
と
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
３
）
住
宅
復
旧
に
つ
い
て
県
は
震
災
救
護
局
か
ら
配
付
さ
れ
た
住
宅
建
築
資
材
代
一
八
万
〇
二
〇
〇
円
の
活
用
を
考
え
た
。
こ
の
資
金
で
復
興
材
一
万
石
余
を
購
入
し
、
安
房
、
君
津
、
市
原
三
郡
の
被
害
激
甚
町
村
に
無
償
配
給
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
資
金
を
め
ぐ
っ
て
は
安
房
郡
町
村
長
会
に
反
対
が
あ
り
、「
知
事
は
最
初
郡
内
被
害
の
激
甚
な
北
條
、
館
山
、
那
古
、
富
崎
、
冨
浦
の
六
町
村
へ
細
民
住
宅
を
建
て
る
と
い
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
他
の
町
村
か
ら
苦
情
が
出
る
の
は
明
ら
か
な
事
で
あ
り
、
ま
た
一
町
村
内
に
あ
っ
て
も
限
ら
れ
た
極
少
数
の
人
し
か
当
た
ら
な
い
か
ら
、
こ
れ
ま
た
必
ず
不
公
平
の
声
が
起
こ
り
、
徒
に
紛
糾
を
招
く
様
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
際
細
民
住
宅
よ
り
各
町
村
共
、
悩
ま
さ
れ
て
い
る
伝
染
病
舎
若
し
く
は
学
校
建
築
資
金
と
し
て
現
金
で
支
給
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
声
が
あ
っ
た
。
斉
藤
知
事
は
一
戸
の
建
坪
六
坪
と
し
、
四
畳
半
と
三
畳
の
二
間
の
住
宅
を
設
計
し
て
要
求
し
た
と
云
う
。
し
か
し
「
こ
ん
な
狭
い
家
で
は
家
族
三
、
四
人
あ
る
者
は
到
底
永
く
住
ん
で
い
る
訳
に
は
ゆ
か
な
い
し
、
他
日
は
矢
張
り
と
ん
で
も
な
い
厄
介
物
と
さ
れ
る
事
は
見
え
透
い
て
い
る
事
だ
」
と
し
、
「
そ
れ
よ
り
も
金
で
も
ら
っ
て
自
由
に
使
わ
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
４
）
県
当
局
と
町
村
の
要
求
と
が
合
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
三
月
二
十
四
日
に
県
庁
で
安
房
郡
選
出
県
議
、
小
原
金
治
安
房
復
興
会
長
、
島
田
震
災
町
村
長
会
長
、
大
橋
郡
長
代
理
門
首
席
郡
書
記
が
出
席
し
て
協
議
を
行
い
、
一
八
万
円
は
建
築
材
料
の
交
付
を
受
け
、
さ
ら
に
国
庫
か
ら
二
〇
万
円
の
低
利
資
金
を
受
け
て
、
完
全
な
町
村
営
住
宅
を
建
築
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
（
５
）
三
月
二
十
六
日
に
は
安
房
郡
で
二
五
％
以
上
の
震
災
被
害
を
受
け
た
二
五
町
村
長
会
議
が
郡
役
所
で
開
か
れ
、
県
庁
で
の
協
議
は
多
少
の
不
平
は
あ
っ
た
が
了
承
さ
れ
て
、
バ
ラ
ッ
ク
建
設
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
（
６
）
こ
う
し
て
復
興
材
の
配
給
石
数
一
万
石
余
は
北
條
町
外
四
八
町
村
に
配
分
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
一
九
二
四
年
四
月
二
十
日
現
在
の
震
災
被
害
住
宅
復
旧
状
況
を
示
し
た
も
の
が
、
表
１
で
あ
る
。
震
災
か
ら
半
年
を
過
ぎ
て
安
房
郡
で
は
雨
露
を
凌
ぐ
掘
建
て
小
屋
程
度
に
居
住
し
て
い
た
者
が
六
二
％
も
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
調
査
の
判
明
す
る
二
一
町
村
で
見
る
と
、
掘
建
て
小
屋
居
住
者
が
健
田
村
一
〇
〇
％
、
八
束
村
九
六
％
、
北
條
町
九
五
％
、
館
野
村
八
九
％
、
瀧
田
村
八
八
％
、
国
府
村
八
〇
％
で
あ
り
、
五
〇
％
以
上
の
町
村
は
一
六
町
村
を
占
め
て
い
た
。
た
し
か
に
町
村
長
の
主
張
に
見
ら
れ
た
不
満
は
一
理
あ
る
が
、
南
房
の
温
暖
地
と
は
い
え
、
真
冬
の
寒
さ
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
罹
災
民
の
救
済
を
最
優
先
す
る
の
が
行
政
千
葉
経
済
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
　
第
９
号
一
〇
当
局
者
の
責
任
で
あ
っ
た
と
思
う
。
県
は
当
初
政
府
か
ら
三
か
年
据
置
一
〇
年
償
還
で
、
無
利
子
の
三
五
〇
万
円
を
借
り
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
政
府
は
当
初
の
住
宅
復
興
資
金
三
、
〇
〇
〇
万
円
を
一
、
〇
〇
〇
万
円
に
減
額
し
、
そ
れ
を
東
京
・
横
浜
両
市
、
東
京
府
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
静
岡
県
、
山
梨
県
の
二
市
一
府
五
県
の
震
災
地
に
年
四
分
八
厘
の
低
利
で
貸
し
付
け
る
こ
と
に
し
た
た
め
、
大
蔵
省
が
千
葉
県
に
割
り
当
て
た
町
営
住
宅
資
金
は
六
〇
万
円
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
県
で
は
八
月
二
十
三
日
に
起
債
認
可
の
申
請
書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
各
郡
の
割
当
額
は
安
房
郡
三
、
八
四
六
坪
（
建
設
額
四
五
万
円
）、
君
津
郡
八
二
八
坪
（
同
一
二
万
円
）、
市
原
郡
二
九
〇
坪
（
同
三
万
円
）
で
あ
っ
た
。
（
７
）
震
災
か
ら
一
年
を
迎
え
た
九
月
の
調
査
で
は
半
潰
以
下
の
家
屋
は
概
ね
復
旧
し
た
が
、
全
潰
家
屋
に
あ
っ
て
は
約
二
四
％
の
復
旧
状
態
で
あ
る
。
特
に
焼
失
・
流
失
の
被
害
に
遭
っ
た
町
村
は
比
較
的
貧
困
者
が
多
く
、
納
屋
と
称
す
る
「
豚
小
屋
に
等
し
き
漁
業
小
屋
」
に
居
住
す
る
状
態
で
、
県
で
は
町
村
営
住
宅
建
設
の
た
め
六
〇
万
円
の
起
債
を
申
請
中
で
あ
る
が
、
未
だ
認
可
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
８
）
前
掲
『
回
顧
と
其
の
復
興
』
で
も
「
所
謂
復
興
材
の
配
給
は
大
正
十
三
年
七
月
に
始
ま
り
、
同
十
四
年
三
月
五
日
を
以
て
終
わ
っ
た
の
に
、
大
蔵
省
預
金
部
資
金
の
借
入
並
び
に
之
が
転
貸
融
通
は
諸
般
の
事
情
よ
り
多
く
の
日
子
を
要
し
た
。
こ
の
点
幾
分
遅
き
に
失
し
、
為
に
予
期
個
数
の
建
設
を
見
な
か
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
っ
た
」
と
政
府
の
措
置
を
批
判
し
て
い
る
。
君
津
郡
木
更
津
町
で
は
県
か
ら
復
興
用
木
材
二
二
〇
石
の
配
給
を
受
け
、
既
設
町
営
住
宅
敷
地
（
木
更
津
町
で
は
一
九
二
一
年
か
ら
町
営
住
宅
が
あ
っ
た
）
に
木
造
平
屋
建
て
ス
レ
ー
ト
葺
き
一
戸
建
て
（
建
坪
一
〇
坪
、
八
畳
・
三
畳
・
台
所
・
便
所
・
廊
下
）
の
も
の
七
棟
を
一
九
二
五
年
五
月
二
日
に
建
設
着
手
、
同
年
六
月
三
十
日
に
竣
功
し
、
希
望
者
に
抽
選
で
貸
付
を
行
っ
た
。
そ
の
工
費
六
、
一
九
九
円
余
は
町
費
を
当
て
て
い
る
。
そ
の
他
に
館
山
町
で
二
三
棟
、
豊
房
村
一
一
棟
、
表１　震災被害住家復旧状況（1924年４月20日現在）
郡市名
安 房 郡
君 津 郡
市 原 郡
長 生 郡
東 葛 飾 郡
千 葉 郡
夷 隅 郡
香 取 郡
山 武 郡
千 葉 市
合　　計
52
27
66
145
956
195
46
7
5
1 , 2 0 9
1 6 , 3 8 7  
6 , 6 1 0  
1 , 7 3 6  
1 3 2  
2 5  
2 5  
1 7  
1 7  
1 3  
2 4 , 9 6 2  
2 8 , 8 2 2  
1 , 3 0 3  
7 3 1  
2  
6  
5  
3 0 , 8 6 9  
4 6 , 2 1 7  
8 , 1 3 5  
2 , 5 7 9  
1 4 1  
3 6  
2 5  
1 7  
1 7  
1 3  
5  
5 7 , 1 8 5  
公共建物
居住
親戚等
同居
仮家建設
居住
雨露凌ぐ
仮家居住
合計
単位：人
注）『大正大震災の回顧と其の復興』より作成
関
東
大
震
災
と
千
葉
県
　
池
田
一
一
千
倉
町
九
棟
、
千
歳
村
九
棟
、
江
見
村
四
棟
、
君
津
郡
中
川
村
五
棟
、
飯
野
村
二
棟
等
の
公
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
県
で
は
一
万
石
の
建
築
材
と
六
〇
万
円
の
低
利
融
資
で
住
宅
復
旧
に
努
め
て
き
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
復
旧
し
た
も
の
は
、
僅
か
五
〇
〇
戸
に
過
ぎ
ず
、
倒
潰
家
屋
一
万
四
〇
〇
〇
戸
か
ら
見
れ
ば
、
焼
け
石
に
水
の
有
様
で
、
大
震
災
後
三
年
半
を
経
過
し
て
も
、
震
災
各
地
は
未
だ
に
住
宅
を
再
興
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
「
倒
潰
し
た
ま
ま
の
家
屋
の
屋
根
裏
を
掘
り
、
あ
る
い
は
傾
斜
し
た
家
屋
を
丸
太
を
も
っ
て
支
え
る
な
ど
し
、
僅
か
に
雨
露
を
凌
ぐ
程
度
で
、
全
く
太
古
の
穴
居
生
活
か
、
豚
小
屋
同
様
の
と
こ
ろ
に
起
居
し
て
い
る
哀
れ
な
罹
災
民
が
安
房
郡
国
府
村
、
南
三
原
村
、
君
津
郡
飯
野
村
、
中
郷
村
、
市
原
郡
戸
田
村
、
牛
久
町
等
を
始
め
、
罹
災
各
町
村
に
あ
り
、
そ
の
数
八
六
〇
余
戸
に
及
ん
で
い
る
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
斉
藤
県
政
に
代
わ
っ
た
元
田
敏
夫
県
政
は
新
た
に
一
八
万
円
の
起
債
を
起
こ
し
、
公
営
住
宅
組
合
に
転
貸
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
住
宅
組
合
は
県
下
に
は
安
房
郡
二
七
、
千
葉
市
二
、
君
津
郡
一
、
長
生
郡
一
の
三
一
組
合
が
あ
り
、
組
合
員
数
は
九
〇
八
名
で
、
一
五
二
万
八
二
〇
〇
円
を
出
資
し
て
い
た
が
、
九
〇
八
戸
の
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
に
、
県
に
一
四
四
万
〇
四
二
〇
円
の
融
資
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
起
債
額
は
要
求
額
の
お
よ
そ
一
〇
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
県
参
事
会
で
は
ま
ず
安
房
郡
鴨
川
町
の
公
営
住
宅
に
二
万
円
、
君
津
郡
竹
岡
村
の
公
営
住
宅
に
一
万
円
を
融
資
す
る
こ
と
に
決
し
、
残
り
一
五
万
円
は
安
房
郡
の
組
合
へ
優
先
的
に
割
り
当
て
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
（
９
）劣
悪
な
居
住
環
境
に
あ
る
こ
と
は
衛
生
上
は
勿
論
社
会
政
策
上
か
ら
も
考
慮
す
べ
き
問
題
と
し
て
、
県
当
局
は
種
々
善
後
策
を
検
討
中
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）
十
二
月
に
至
り
、
農
林
省
と
協
議
の
結
果
、
開
墾
地
移
住
奨
励
の
目
的
で
計
上
し
て
あ
る
開
墾
地
移
住
家
屋
建
設
費
を
流
用
し
て
、
倒
潰
家
屋
の
再
興
を
援
助
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
開
墾
地
で
倒
潰
し
た
家
屋
は
安
房
郡
八
〇
二
戸
、
君
津
郡
二
五
〇
戸
、
市
原
郡
二
七
〇
戸
の
合
計
一
、
三
二
二
戸
で
あ
っ
た
が
、
再
築
し
た
の
は
四
五
九
戸
に
過
ぎ
ず
、
八
六
三
戸
は
倒
潰
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
（
　
）
一
戸
当
た
り
三
〇
〇
円
（
国
庫
補
助
二
〇
〇
円
、
県
費
補
助
一
〇
〇
円
）
で
、
六
年
継
続
事
業
で
八
〇
〇
戸
の
再
興
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。
一
九
二
六
年
度
（
大
正
十
五
）
は
と
り
あ
え
ず
四
万
二
〇
〇
〇
円
（
国
庫
二
万
八
〇
〇
〇
円
、
県
費
一
万
四
〇
〇
〇
円
）
を
計
上
し
、
一
四
〇
戸
を
再
興
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
　
）
注（１
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
大
正
十
二
年
（
臨
時
）
千
葉
県
県
会
議
事
速
記
録
』
第
一
号
、
五
頁
（
２
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
大
正
十
二
年
（
通
常
）
千
葉
県
県
会
議
事
速
記
録
』
第
一
号
、
六
頁
（
３
）
前
掲
図
書
館
蔵
「
東
京
日
日
新
聞
房
総
版
」
一
九
二
四
年
四
月
二
十
日
付
（
４
）
前
掲
図
書
館
蔵
「
東
京
日
日
新
聞
房
総
版
」
一
九
二
四
年
二
月
七
日
付
（
５
）
前
掲
図
書
館
蔵
「
東
京
日
日
新
聞
房
総
版
」
一
九
二
四
年
三
月
二
十
六
日
付
（
６
）
前
掲
図
書
館
蔵
「
東
京
日
日
新
聞
房
総
版
」
一
九
二
四
年
三
月
二
十
八
日
付
（
７
）
前
掲
図
書
館
蔵
「
東
京
日
日
新
聞
房
総
版
」
一
九
二
四
年
八
月
二
十
四
日
付
（
８
）
前
掲
図
書
館
蔵
「
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
」
一
九
二
四
年
九
月
十
四
日
付
（
９
）
前
掲
図
書
館
蔵
「
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
」
一
九
二
五
年
六
月
二
十
五
日
付
（
10
）
前
掲
図
書
館
蔵
「
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
」
一
九
二
六
年
十
二
月
二
十
五
日
付
（
11
）
前
掲
図
書
館
蔵
「
東
京
朝
日
新
聞
房
総
版
」
一
九
二
六
年
十
二
月
八
日
付
五
　
社
会
的
災
厄
の
広
が
り
「
朝
鮮
人
暴
徒
襲
来
」
の
流
言
蜚
語
は
各
地
に
流
布
し
た
が
、
茂
原
地
方
の
状
況
を
紹
介
し
よ
う
。
九
月
三
日
「
夜
に
入
テ
十
時
頃
、
大
声
報
告
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
、
朝
鮮
人
二
千
人
茂
原
ニ
来
テ
放
火
乱
暴
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
警
報
、
警
察
ヨ
リ
報
ス
云
々
、
為
メ
ニ
人
々
其
毒
手
ニ
係
ラ
サ
ル
様
注
意
ス
ベ
ク
各
青
年
団
ハ
出
動
ス
10
11
千
葉
経
済
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
　
第
９
号
一
二
ル
ナ
リ
、
各
灯
火
ヲ
消
滅
シ
、
随
意
ニ
難
ヲ
避
ク
ベ
シ
云
々
、
之
レ
ヲ
聞
テ
人
皆
愕
然
措
ク
処
ヲ
知
ラ
ス
」
の
状
態
と
な
り
、
茂
原
町
の
近
郊
に
住
ん
で
い
た
幹
義
郎
は
「
余
ハ
先
ツ
妻
及
ヒ
女
ト
鶴
岡
氏
後
園
ノ
方
面
ニ
避
難
セ
シ
ム
、
余
ハ
火
災
ニ
逢
フ
ト
覚
悟
ヲ
以
テ
仏
具
ヲ
始
メ
重
要
書
類
ヲ
暗
黒
ノ
間
ニ
処
分
セ
ン
ト
ス
、
暗
夜
ノ
歩
行
ハ
歩
一
歩
毎
ニ
困
難
ナ
ル
故
ニ
、
暗
中
ニ
探
テ
足
袋
ヲ
穿
タ
ン
ト
シ
テ
居
ル
処
ヘ
、
暗
中
人
ア
リ
、
之
レ
ヲ
誰
何
セ
ル
ニ
小
出
氏
ア
リ
、
云
ク
茂
原
ノ
景
勢
大
ヒ
ニ
復
ナ
リ
、
先
ハ
急
ニ
暴
徒
ノ
来
ル
恐
レ
ナ
シ
、
婦
人
等
ハ
帰
ラ
シ
ム
ヘ
シ
、
依
テ
後
園
ニ
伏
セ
ル
妻
女
等
ヲ
大
声
ヲ
以
テ
呼
フ
」
と
一
時
妻
女
を
避
難
さ
せ
た
り
、「
此
間
ハ
独
リ
稲
荷
社
ニ
余
ハ
ヒ
ソ
ミ
居
テ
、
種
々
重
要
品
ノ
搬
出
ヲ
ナ
ス
」
と
貴
重
品
の
秘
匿
を
行
っ
て
お
り
、
流
言
蜚
語
の
浸
透
状
況
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
（
１
）
船
橋
小
学
校
の
『
学
校
日
誌
』
に
よ
れ
ば
、
九
月
三
日
「
夕
刻
、
体
操
場
に
収
容
中
の
避
難
鮮
人
七
名
中
、
爆
弾
を
所
持
せ
る
も
の
あ
る
を
発
見
、
直
ち
に
警
察
署
に
引
渡
す
」
と
あ
る
。
爆
弾
の
程
度
も
分
か
ら
ず
、
真
相
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
出
来
事
は
「
朝
鮮
人
暴
徒
襲
来
」
と
云
う
流
言
蜚
語
が
流
布
す
る
こ
と
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
２
）
流
言
蜚
語
が
飛
び
交
う
中
で
、
朝
鮮
人
と
朝
鮮
人
と
誤
認
さ
れ
た
日
本
人
の
虐
殺
事
件
が
千
葉
県
内
で
も
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
被
害
者
は
①
軍
隊
の
兵
士
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
も
の
、
②
自
警
団
や
民
衆
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
も
の
、
③
軍
隊
か
ら
住
民
に
引
き
渡
さ
れ
て
殺
害
さ
れ
た
も
の
に
大
別
さ
れ
、
全
体
と
し
て
は
朝
鮮
人
一
〇
四
名
、
日
本
人
三
四
名
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（
３
）
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
行
政
当
局
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
九
月
四
日
午
後
四
時
四
十
分
に
内
務
次
官
か
ら
「
朝
鮮
人
暴
行
事
件
は
殆
ど
誤
り
に
し
て
、
東
京
市
民
は
爾
後
穏
便
に
帰
せ
り
」
の
伝
書
鳩
通
信
が
千
葉
県
知
事
宛
に
届
い
て
い
た
。
県
は
流
言
の
流
布
に
対
し
、
朝
鮮
人
の
保
護
の
必
要
を
認
め
、
避
難
朝
鮮
人
を
一
定
の
場
所
に
保
護
す
る
こ
と
に
し
た
。
最
も
多
数
居
住
し
て
い
る
東
葛
飾
方
面
に
つ
い
て
は
、
陸
軍
と
協
議
し
、
習
志
野
廠
舎
に
収
容
す
る
こ
と
に
し
た
。
県
の
調
査
で
は
県
内
居
住
朝
鮮
人
の
職
業
は
土
工
及
び
人
夫
三
一
七
（
こ
の
う
ち
六
〇
人
は
鴨
川
在
住
で
あ
っ
た
）、
飴
行
商
其
他
五
四
、
学
生
六
、
雇
人
六
、
人
力
車
夫
職
工
等
六
、
歯
科
医
一
の
三
九
〇
人
で
あ
っ
た
。
鴨
川
在
住
の
六
〇
人
と
県
下
に
散
在
す
る
二
一
人
は
保
護
の
必
要
は
な
い
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
残
り
の
三
〇
九
人
と
東
京
方
面
か
ら
避
難
し
て
来
て
い
た
一
四
六
人
の
四
五
五
人
を
習
志
野
廠
舎
に
収
容
し
た
。
な
お
同
廠
舎
に
は
中
国
人
が
四
、
七
五
三
人
保
護
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
初
保
護
の
必
要
は
な
い
と
見
ら
れ
て
い
た
県
下
に
散
在
し
て
い
た
朝
鮮
人
に
対
し
て
も
、
大
震
災
の
情
報
と
「
朝
鮮
人
大
暴
行
」
の
流
言
が
広
が
り
、
京
浜
よ
り
帰
郷
者
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
彼
等
の
身
辺
に
は
危
険
が
迫
っ
た
。
旭
警
察
署
管
内
で
は
こ
れ
ら
の
異
常
な
雰
囲
気
に
駐
在
の
巡
査
で
は
ど
う
に
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
九
月
四
日
旭
警
察
署
は
椎
名
内
消
防
隊
の
応
援
で
、
五
人
の
朝
鮮
人
を
護
送
し
、
署
内
へ
保
護
し
た
。
護
送
の
道
中
は
異
様
を
極
め
、
棍
棒
を
手
に
し
た
影
法
師
が
ア
チ
コ
チ
を
飛
び
、
太
鼓
が
鳴
る
、
怒
声
が
挙
が
る
、
沿
道
は
非
常
な
殺
気
が
漲
り
、
群
集
は
護
送
の
一
隊
を
十
重
二
十
重
に
囲
み
、
通
路
を
遮
っ
た
の
で
あ
る
。
護
送
者
の
一
人
は
頭
部
に
二
か
所
の
打
撲
傷
を
受
け
、「
鮮
血
の
驟
雨
は
瞬
間
に
迫
り
、
修
羅
の
巷
は
目
前
に
開
展
せ
ら
れ
ん
と
し
た
」
と
云
う
。
し
か
し
消
防
隊
は
冷
静
沈
着
、
少
し
も
反
抗
的
態
度
に
出
ず
に
任
務
を
全
う
し
た
の
あ
る
。
長
生
郡
五
郷
村
の
幹
義
郎
は
一
時
流
言
に
恐
怖
を
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
冷
静
に
な
り
、
茂
原
警
察
署
に
行
き
、「
署
長
ニ
面
会
シ
、
今
回
ノ
大
災
事
ヲ
語
リ
、
且
鮮
人
ノ
害
ノ
事
実
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
問
フ
ニ
、
署
長
絶
対
ニ
否
認
シ
、
決
シ
テ
其
実
状
ナ
シ
ト
云
、
是
レ
誠
ニ
然
ラ
ン
、
所
謂
流
言
蜚
語
ナ
リ
」
と
署
長
か
ら
流
言
蜚
語
の
確
認
を
得
て
い
る
。
（
４
）
関
東
大
震
災
と
千
葉
県
　
池
田
一
三
安
房
郡
で
は
館
山
港
を
控
え
て
い
る
の
で
、
震
災
直
後
に
東
京
の
「
朝
鮮
人
騒
ぎ
」
が
汽
船
の
往
来
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
た
。
丁
度
館
山
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
大
審
院
検
事
の
落
合
芳
蔵
は
東
京
か
ら
入
港
し
た
水
雷
艇
を
訪
れ
、
艇
長
に
「
朝
鮮
人
騒
ぎ
」
を
聞
く
と
、
艇
長
は
一
切
否
定
し
た
と
云
う
。
そ
こ
で
そ
の
話
を
落
合
は
郡
長
に
語
り
、「
人
心
安
定
の
た
め
自
分
の
名
を
以
て
艇
長
の
話
を
公
表
す
る
」
こ
と
を
伝
え
た
。
郡
長
は
大
い
に
喜
ん
で
直
ち
に
北
條
、
館
山
、
那
古
、
船
形
の
十
数
か
所
に
掲
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
東
京
の
騒
擾
が
大
き
く
、
東
京
か
ら
の
来
船
が
騒
擾
を
伝
え
る
の
で
、
疑
心
が
起
こ
り
、
一
旦
掲
げ
た
掲
示
を
撤
去
す
べ
き
と
の
声
が
挙
が
っ
た
。
し
か
し
郡
長
は
撤
回
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
郡
内
の
一
部
で
「
朝
鮮
人
か
ら
の
防
衛
」
を
始
め
て
お
り
、
青
年
団
が
震
災
救
援
に
差
し
障
る
虞
が
出
て
来
た
。
郡
長
は
北
條
署
長
と
連
名
で
「
此
際
、
鮮
人
を
恐
る
る
は
房
州
人
の
恥
辱
で
あ
る
。
鮮
人
襲
来
な
ど
決
し
て
あ
る
べ
き
筈
な
い
、
鮮
人
が
郡
内
に
居
ら
ば
、
定
め
し
恐
怖
し
て
い
る
に
相
違
な
い
、
宜
し
く
十
分
の
保
護
を
加
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
味
の
掲
示
を
要
所
要
所
に
張
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
行
政
の
指
導
者
が
事
態
を
冷
静
に
判
断
し
、
人
心
の
安
定
に
尽
く
し
た
好
例
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
県
内
で
は
東
京
か
ら
情
報
を
最
も
早
く
、
し
か
も
大
量
に
受
け
入
れ
て
い
た
安
房
郡
で
あ
っ
た
が
、
痛
ま
し
い
朝
鮮
人
虐
殺
や
日
本
人
誤
殺
事
件
が
一
件
も
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
５
）
最
後
に
最
も
凄
ま
じ
く
、
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た
惨
劇
事
件
で
あ
る
船
橋
事
件
を
目
撃
し
た
人
の
回
想
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
「
私
が
そ
の
場
所
に
到
着
し
た
時
、
三
、
四
人
の
騎
兵
隊
員
に
と
り
か
こ
ま
れ
、
ひ
き
い
ら
れ
た
朝
鮮
人
の
一
団
を
み
ま
し
た
。（
略
）
こ
の
人
た
ち
は
一
人
一
人
、
後
手
を
針
金
で
く
く
ら
れ
、
ジ
ュ
ズ
つ
な
ぎ
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
男
女
の
数
は
正
確
に
記
憶
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
母
親
の
背
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
た
赤
ん
坊
が
二
人
、
総
数
二
十
一
と
い
う
数
字
だ
け
は
今
で
も
不
思
議
に
脳
裡
に
し
み
こ
ん
で
い
る
の
で
す
。
自
警
団
の
主
力
は
消
防
団
で
、
め
い
め
い
ト
ビ
口
を
も
ち
、
竹
槍
、
日
本
刀
な
ど
を
持
っ
た
ヤ
ジ
馬
も
か
な
り
混
じ
っ
て
い
ま
し
た
。
（
略
）
騎
兵
隊
の
責
任
者
ら
し
い
も
の
と
自
警
団
の
幹
部
と
が
、
し
ば
ら
く
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
騎
兵
隊
は
も
と
の
飯
場
の
方
へ
引
き
返
し
姿
を
消
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
い
う
と
こ
ろ
の
軈
大
虐
殺
軋
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。
前
方
の
自
警
団
員
の
な
か
に
異
様
な
殺
気
が
み
な
ぎ
る
と
同
時
に
、
朝
鮮
人
た
ち
が
後
手
に
し
ば
ら
れ
た
ま
ま
泣
き
声
ひ
と
つ
た
て
ず
に
、
い
っ
せ
い
に
地
面
に
伏
し
倒
れ
る
姿
が
私
の
目
に
と
び
こ
ん
で
き
ま
し
た
。
ト
ビ
口
を
も
っ
た
自
警
団
員
や
抜
刀
し
た
若
者
が
、
わ
め
き
声
と
と
も
に
朝
鮮
人
の
後
頭
部
や
肩
、
尻
、
股
な
ど
を
め
っ
た
や
た
ら
に
殴
り
つ
け
切
り
つ
け
た
の
で
す
。
ト
ビ
口
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
血
し
ぶ
き
が
パ
ッ
と
飛
び
散
っ
た
と
思
う
そ
の
刹
那
、
肉
は
菊
花
形
に
も
り
あ
が
っ
て
紫
色
に
変
わ
り
、
次
の
瞬
間
強
い
弾
力
で
ト
ビ
口
を
は
じ
き
返
す
。
し
か
し
死
の
苦
痛
を
こ
ら
え
て
い
る
人
び
と
の
表
情
は
、
み
ん
な
地
面
に
伏
し
て
い
る
の
で
、
ま
し
て
遠
く
か
ら
見
て
い
る
私
に
は
判
り
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
に
む
ご
た
ら
し
い
情
景
に
正
視
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
逃
げ
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。」、
こ
の
回
想
は
当
時
一
七
歳
で
県
立
千
葉
中
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
小
松
七
郎
の
も
の
で
、「
そ
れ
ま
で
政
治
向
き
の
こ
と
に
は
余
り
関
心
は
な
く
、
中
学
の
四
年
生
頃
か
ら
人
道
主
義
的
な
、
主
に
白
樺
派
の
文
芸
作
品
や
宗
教
書
に
親
し
ん
で
、
自
由
と
民
主
主
義
に
共
感
を
覚
え
て
は
い
た
も
の
の
、
私
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
な
く
と
も
時
の
政
府
に
楯
を
つ
く
と
云
う
雰
囲
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
し
て
労
働
運
動
と
か
、
社
会
主
義
、
無
政
府
主
義
に
つ
い
て
の
知
識
は
勿
論
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
全
く
の
門
外
漢
、
無
関
心
派
で
し
た
。
そ
れ
が
こ
れ
ら
一
連
の
大
事
件
に
直
面
し
て
、
頭
に
大
き
な
鉄
槌
を
打
ち
お
ろ
さ
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
、
私
の
生
涯
に
大
き
な
機
縁
と
な
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。
（
６
）
小
松
七
郎
は
一
九
三
一
年
に
日
本
共
産
党
に
入
党
し
、
戦
後
は
共
産
党
千
葉
県
委
員
会
の
委
員
長
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
（
７
）
千
葉
経
済
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
　
第
９
号
一
四
注（１
）
幹
徳
江
家
文
書
「
三
養
堂
日
記
巻
之
四
十
八
」、
一
九
二
三
年
九
月
三
日
条
（
２
）
前
掲
『
い
わ
れ
な
く
殺
さ
れ
た
人
び
と
』
二
七
〇
頁
（
３
）
前
掲
『
い
わ
れ
な
く
殺
さ
れ
た
人
び
と
』
一
六
頁
、『
八
千
代
の
歴
史
』
通
史
編
、
二
〇
〇
八
年
、
一
七
八
頁
（
４
）
前
掲
幹
家
文
書
「
三
養
堂
日
記
巻
之
四
十
八
」
一
九
二
三
年
九
月
八
日
条
（
５
）
前
掲
『
安
房
震
災
誌
』
二
二
一
頁
（
６
）
前
掲
図
書
館
蔵
「
自
伝
、
中
学
生
の
頃
（
そ
の
四
）」（
京
葉
文
学
第
一
八
号
）
六
八
頁
（
７
）
前
掲
図
書
館
蔵
『
近
代
日
本
社
会
運
動
史
人
物
大
事
典
』
第
二
巻
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
九
七
年
、
六
三
〇
頁
六
　
お
わ
り
に
大
災
害
に
は
青
年
を
中
心
と
す
る
奉
仕
活
動
が
何
時
の
時
代
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
安
房
郡
の
中
心
地
で
あ
る
北
條
町
の
救
援
に
最
初
に
駆
け
付
け
た
の
は
吉
尾
村
、
主
基
村
、
大
山
村
、
平
群
村
の
青
年
団
で
あ
る
。
大
山
村
で
は
大
山
・
北
條
間
を
一
里
置
き
に
伝
令
所
を
設
置
し
、
食
料
の
伝
送
、
状
況
の
通
信
、
命
令
の
伝
達
を
行
い
、
敏
速
な
処
理
に
役
立
て
て
い
た
。
彼
等
の
主
な
仕
事
は
①
死
体
の
処
理
、
②
瓦
礫
を
処
理
し
て
交
通
の
確
保
、
③
救
護
品
等
の
配
給
で
あ
っ
た
。
勿
論
彼
等
は
無
報
酬
で
あ
っ
た
。
団
員
は
飯
米
持
参
で
自
炊
し
て
時
を
凌
い
だ
の
で
あ
っ
た
が
、
雨
露
を
凌
ぐ
場
所
さ
え
満
足
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
郡
役
所
で
は
倒
潰
を
免
れ
た
北
條
税
務
署
、
ゴ
ム
会
社
、
そ
し
て
納
涼
博
覧
会
場
跡
の
一
部
テ
ン
ト
を
宿
舎
に
充
て
た
の
で
あ
る
。
遠
路
を
駆
け
付
け
た
香
取
郡
青
年
団
の
場
合
は
九
月
十
五
日
夜
十
一
時
を
過
ぎ
て
の
到
着
で
あ
っ
た
が
、
上
総
湊
駅
か
ら
は
列
車
不
通
の
た
め
、
崩
壊
し
た
危
険
な
山
道
を
辿
っ
て
の
苦
難
の
中
で
の
到
着
で
あ
っ
た
。
し
か
し
休
息
す
る
場
所
さ
え
な
か
っ
た
。
宿
舎
は
納
涼
博
覧
会
場
跡
の
テ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
じ
め
じ
め
と
雨
水
の
浸
入
す
る
菰
敷
の
数
坪
、
当
然
に
寝
具
な
ど
な
く
、
湿
気
と
蚊
の
襲
来
に
絶
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
彼
等
は
「
救
援
団
と
し
て
覚
悟
の
上
で
す
」
と
語
っ
た
と
云
う
。
こ
の
よ
う
な
献
身
的
活
動
は
被
災
者
を
勇
気
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
災
害
時
に
は
医
療
行
為
は
多
く
の
人
び
と
を
救
い
、
ま
た
勇
気
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
北
條
町
で
の
薬
丸
医
師
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
が
、
家
屋
倒
潰
と
火
災
で
犠
牲
者
の
多
か
っ
た
船
形
町
で
は
岡
本
・
中
村
両
医
師
は
献
身
的
に
活
動
し
た
こ
と
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
前
者
は
娘
を
倒
潰
で
失
い
、
後
者
は
全
身
に
数
か
所
の
打
撲
傷
を
負
っ
て
の
治
療
で
、
一
か
月
に
及
ぶ
間
も
無
料
診
療
で
あ
っ
た
。
正
木
清
一
郎
船
形
町
長
は
安
房
郡
水
産
組
合
長
や
県
水
産
組
合
の
役
員
を
歴
任
し
、
千
葉
県
の
水
産
界
の
重
鎮
で
あ
り
、
多
年
に
わ
た
り
町
長
を
務
め
、
震
災
時
は
七
〇
歳
で
あ
っ
た
。
（
１
）
船
形
町
は
家
屋
全
潰
九
五
％
と
ほ
と
ん
ど
全
滅
に
近
い
災
害
を
受
け
、
し
か
も
そ
の
三
分
の
一
は
全
く
無
一
物
と
な
っ
て
焼
け
出
さ
れ
、
雨
露
を
凌
ぐ
こ
と
は
勿
論
、
糧
道
全
く
途
絶
え
、
生
死
の
境
を
彷
徨
す
る
悲
境
に
陥
っ
て
い
た
。
正
木
清
一
郎
船
形
町
長
は
町
民
の
飢
餓
に
瀕
す
る
を
憂
い
、
百
方
尽
力
し
、
米
・
塩
・
野
菜
の
類
を
集
め
て
罹
災
者
に
分
け
、
重
軽
傷
の
救
助
に
町
医
を
招
集
し
、
薬
品
を
探
し
求
め
た
。
ま
た
氷
所
有
者
の
冷
蔵
庫
を
解
放
し
て
治
療
に
努
め
さ
せ
た
。
や
が
て
米
・
塩
・
衣
服
の
類
四
方
よ
り
送
ら
れ
、
校
庭
に
山
積
み
さ
れ
る
程
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
物
資
配
給
、
バ
ラ
ッ
ク
の
建
設
、
衛
生
、
罹
災
者
に
関
す
る
一
切
の
処
理
は
町
長
の
指
揮
で
目
覚
ま
し
い
活
動
を
展
開
し
て
、
町
民
は
不
安
の
境
地
よ
り
脱
出
救
い
出
さ
れ
た
と
云
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
）
四
月
に
船
形
町
で
は
「
震
災
当
時
の
分
配
金
及
び
配
給
品
に
関
す
る
事
務
報
告
を
一
年
有
半
を
経
過
す
る
も
未
だ
発
表
が
な
い
」
と
正
木
町
長
、
小
沢
栄
三
郎
助
役
を
追
及
す
る
紛
擾
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
羽
山
俊
夫
町
議
や
青
年
会
有
志
は
①
無
料
配
給
の
ト
タ
ン
を
小
屋
掛
け
料
で
差
し
引
い
た
理
由
、
②
役
場
吏
員
が
配
給
品
を
勝
手
に
処
分
し
た
事
、
③
分
配
残
金
一
、
三
〇
〇
円
の
処
分
方
法
、
④
学
校
建
築
残
金
整
理
の
方
法
、
⑤
区
有
財
産
処
分
の
方
法
を
質
問
し
た
が
、
要
領
を
得
ぬ
回
答
の
ま
ま
、
四
月
十
七
日
に
正
木
関
東
大
震
災
と
千
葉
県
　
池
田
一
五
町
長
、
小
沢
助
役
は
辞
職
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
郡
役
所
で
は
首
席
郡
書
記
に
職
務
管
掌
を
命
じ
て
対
応
に
追
わ
れ
た
が
、
正
木
町
長
に
は
辞
表
を
撤
回
さ
せ
た
。
正
木
町
長
は
「
自
己
を
信
ず
る
あ
ま
り
、
常
に
法
規
を
念
頭
に
置
か
ず
、
た
だ
悪
い
事
を
し
な
け
れ
ば
よ
い
」
と
の
専
制
的
な
面
が
あ
り
、
質
問
す
る
と
「
軈
不
埒
な
奴
だ
、
ソ
コ
さ
が
り
居
れ
軋
と
一
喝
し
、
あ
た
か
も
名
主
時
代
同
様
」
と
の
評
が
あ
っ
た
と
云
う
。
不
正
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
云
う
問
題
で
は
な
く
、
大
震
災
を
契
機
に
今
ま
で
当
た
り
前
で
通
っ
て
き
た
こ
と
が
、
当
た
り
前
で
な
く
な
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
震
災
は
人
々
の
意
識
を
大
き
く
変
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
２
）安
房
郡
保
田
町
助
役
の
早
川
菱
は
「
歴
史
は
過
去
を
繰
返
す
も
の
で
あ
る
（
略
）
少
く
と
も
是
（
震
災
）
を
人
間
生
活
に
対
す
る
何
等
か
の
教
訓
と
見
る
時
に
、
始
め
て
自
然
の
発
動
も
有
意
義
と
な
り
、
刺
戟
と
な
り
、
警
告
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
（
略
）
震
災
当
時
人
々
の
純
真
な
る
気
分
と
云
へ
、
崇
高
な
る
精
神
の
閃
き
と
云
へ
、
総
て
が
精
神
復
興
の
骨
髄
と
な
る
も
の
の
み
で
あ
っ
た
、
此
心
が
永
遠
に
失
れ
ず
継
続
し
た
な
ら
ば
、
所
謂
禍
を
転
じ
て
福
と
な
す
も
の
で
、
天
災
地
変
も
人
類
永
遠
の
生
活
の
た
め
に
寄
与
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
云
う
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
若
し
そ
れ
喉
元
過
ぎ
て
熱
さ
を
忘
れ
、
再
び
震
災
前
の
気
分
に
復
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
国
家
長
久
の
基
礎
に
ゆ
る
み
が
出
て
来
る
時
で
、
誠
に
寒
心
に
堪
え
ん
で
あ
る
」
と
『
保
田
町
震
災
誌
』
の
跋
文
を
書
い
て
い
た
が
、
真
剣
に
受
け
と
め
る
べ
き
主
張
で
あ
る
と
思
う
。
（
３
）
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）
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図
書
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房
総
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千
葉
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日
新
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社
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「
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研究論文
The Great Kanto Earthquake and Chiba Prefecture.
Hiroki IKEDA
Abstract
The Great Kanto Earthquake caused big damage in Chiba Prefecture.  The research of The Great Kanto
Earthquake is many even in Chiba Prefecture.  However, there is little research with regard to the makeshift
measure immediately after the Great Kanto Earthquake.  People who suffered damage with the earthquake
disaster there are not a house and food is poor and camped for 10 days.  95% of people of Awa-gun Houjou-
cho lost the house.  Houever, there is not research that announnced their life.  As for this calamity the
rumour exerted a big influence.  And the Korean slaughter event occurred.  Japanese is misitaken by Korean
in the Great Kanto Earthquake and killed.  Youths took an active part with the volantary service in the Great
Kanto Earthquake.  I want to announce there problems with this paper.
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